
市
職
評
議
会
は
９
月
27
日
、

八
幡
浜
市
役
所
で
「
県
市
長

会
長
へ
の
要
請
」
を
実
施
。

県
本
部
６
人
が
参
加
。
大
城

市
長
会
長
（
八
幡
浜
市
長
）

に
市
職
評
・
堀
内
会
長
・
和

気
副
会
長
が
『
要
請
書
』
と

『
県
自
治
研
案
内
チ
ラ
シ
』

を
渡
し
ま
し
た
。
大
城
会
長

は
「
各
市
・
地
域
ご
と
に
課

題
が
あ
る
。
人
口
減
少
で
集

落
維
持
の
困
難
も
広
が
っ
て

い
る
。
市
職
員
に
ど
ん
な
働

き
方
が
求
め
ら
れ
る
か
、
お

互
い
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
な
ど
コ
メ
ン
ト
。

最
後
に
「
八
幡
浜
市
で
は

『
33
～
45
歳
の
経
験
者
採
用

枠
』
を
設
け
、
応
募
者
が
増

え
た
。
本
人
の
希
望
と
地
域

の
人
材
を
生
か
し
た
い
」
と

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

町
村
職
評
議
会
は
９
月
19

日
、
県
自
治
会
館
で
「
県
町

村
会
長
へ
の
要
請
」
を
実
施

し
、
県
本
部
５
人
が
参
加
。

井
口
町
村
評
会
長
が
清
水
町

村
会
長
（
愛
南
町
長
）
に

『
要
請
書
』
を
提
出
。
清
水

会
長
か
ら
「
職
員
の
要
望
に

応
え
た
い
と
思
う
が
、
自
治

体
ご
と
に
事
情
や
地
理
的
条

件
が
あ
る
」
「
愛
南
町
９
月

採
用
試
験
は
競
争
率
15
倍
、

３
分
の
１
が
町
外
出
身
者
だ
っ

た
」
な
ど
コ
メ
ン
ト
。
井
口

内
子
町
職
委
員
長
、
和
田
久

万
高
原
町
職
委
員
長
か
ら
人

員
不
足
と
人
材
確
保
困
難
で

の
要
望
、
町
の
魅
力
拡
大
な

ど
も
含
め
た
地
域
と
職
場
実

状
を
発
言
し
ま
し
た
。

９
月
20
日
、
県
公
務
員
共

闘
会
議
（
自
治
労
連･
県
教

組･

県
国
公
）
と
愛
媛
労
連

は
県
人
事
委
員
会
に
『
公
務

員
給
与
改
善
な
ど
を
求
め
る

要
請
書
』
と
『
署
名
』
（
１

０
１
団
体
・
１
６
５
０
個
人
）

を
提
出
し
ま
し
た
。
要
請
に

は
８
人
が
参
加
し
、
す
べ
て

の
労
働
者
の
賃
上
げ
、
地
域

間
格
差
解
消
、
現
給
保
障
措

置
、
労
働
時
間
管
理
・
超
勤

縮
減
、
人
材
確
保
、
退
職
手

当
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
、
非
正
規

改
善
、
「
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
」
へ
の
移
行
な
ど
に

つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

（１） 第４８９号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１７年 １０月１０日

第 ４８９ 号

日 程

【10月】
11 久万高原町職定期総会
13 津島吉田病労定期大会

自治労連全国バレーボー
ル大会（千葉～15）

12・13・19
県本部統一要求書提出
14 医療介護評幹事会
15 青年部幹事会
21 県本部拡大執行委員会

女性部幹事会
保健師部会幹事会

22 保育部会幹事会

24・25
自治体病院要請行動
26 東予総支部代表者会議

自治労連全国軟式野球
大会（福島～28）

31 今治市職定期大会
【11月】
３ 保育大集会（東京）
４ 過労死防対策止シンポ

ジウム（松山）
８ 秋季年末要求実現中央

行動（東京）

12 地方自治研究集会

「新聞報道」（抜粋要約）■政府は、国家公務員の退職手当を3.37％・平均約78万１千円減額する

方針を固めた。来年１月から適用する方針で、関連法案の国会提出をめざす。地方公務員の退職手

当も、国に準じて減らすよう自治体に条例改正を求める。（9/20愛媛）

■政府は、現在60歳の公務員の定年を65歳に延長する検討に入った。2019年度から段階的に引き上

げる案を軸に調整する。公務員の総人件費を抑制するための総合策もあわせてつくる。2017年度内

にとりまとめ、2018年通常国会に国家公務員法改正案の提出をめざす。総人件費の抑制として「中

高年層の給与水準を全体的に低く抑える」「60歳以降は管理職から外す『役職定年制』で60歳以降

の給与水準を下げる」などの手法が浮上している。（9/1日経）

コーディネーター・基調報告

米田 順哉 さん

〔テーマ〕
「県内青年（就職３年目
以内）5,000人アンケート
調査による意識と傾向」

パネリスト

前田 眞 さん

◎ パネルディスカッション 13:30～

〔テーマ〕
「松山市『中小企業
振興基本条例』に
もとづく取り組み事例」

パネリスト

〔基調報告〕
「中小企業を地域経済
の軸として、地域活
性化と雇用確保を」

八塚 健 さん

７
月
の
定
期
大
会
で
県
本
部
執
行
委
員
長
に
選
任
い

た
だ
き
ま
し
た
。

県
内
で
は
自
治
体
の
大
合
併
か
ら
10
年
以
上
経
過
し

ま
し
た
が
、
採
用
抑
制
に
よ
っ
て
職
員
年
齢
構
成
の
偏

り
や
非
正
規
職
員
の
増
加
な
ど
が
進
み
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
維
持
に
も
課
題
が
あ
り
ま
す
。
人
員
不
足
に
よ
る
長

時
間
労
働
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
職
場
を
取
り
巻
く

問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
県
内
の
単
組
が
職
場
目

線
で
の
改
善
を
図
れ
る
よ
う
、
委
員
長
と
し
て
尽
力
し

て
い
き
ま
す
。
各
単
組
訪
問
を
は
じ
め
学
習
・
交
流
企

画
等
を
通
し
て
自
治
労
連
運
動
を
広
げ
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



西
条
市
職
労
青
年
部
は
８

月
20
日
「
し
ま
な
み
海
道
サ

イ
ク
リ
ン
グ
」
を
実
施
し
11

人
が
参
加
。
当
日
は
最
高
気

温
33
℃
の
快
晴
。
自
転
車
を

漕
い
で
い
る
と
汗
が
滴
る
ほ

ど
の
暑
さ
で
し
た
が
、
一
同

無
事
に
完
走
で
き
ま
し
た
。

青
年
部
で
は
、
今
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
き
ま
す
。

新
居
浜
市
職
労
は
８
月
26

日
、
青
年
部
夏
祭
り
代
替
企

画
「
う
ど
ん
県
ツ
ア
ー
」
を

実
施
し
、
新
採
６
人
を
含
む

16
人
が
参
加
。
車
４
台
に
乗

り
合
わ
せ
て
の
ツ
ア
ー
当
日

は
豪
雨
で
実
施
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
集
合
時
間
の
８

時
30
分
に
は
雨
も
上
が
り
無

事
決
行
。
『
金
刀
比
羅
宮
』

参
道
周
辺
を
散
策
し
た
後

『
中
野
う
ど
ん
学
校
』
で

「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」
に
参

加
。
曲
に
あ
わ
せ
「
う
ど
ん
」

を
こ
ね
た
り
踏
ん
だ
り
、
体

験
後
は
自
分
で
切
っ
た
「
う

ど
ん
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

散
策
中
は
雨
が
上
が
り
、

「
う
ど
ん
打
ち
」
中
に
雨
が

降
る
、
外
に
出
る
と
ま
た
雨

が
上
が
る
と
い
う
天
候
に
恵

ま
れ
た
１
日
で
、
参
加
者
か

ら
「
新
採
さ
ん
と
道
中
話
が

で
き
て
よ
か
っ
た
。
い
っ
ぱ

い
交
流
が
で
き
た
」
な
ど
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
９
月
15
日

「
青
年
部
学
習
交
流
会
」
を

開
催
し
32
人
（
う
ち
新
採
５

人
）
が
参
加
。
和
気
委
員
長

が
講
師
と
な
り
、
『
職
員
の

給
与
制
度
等
～
公
務
員
の
賃

金
に
関
す
る
話
～
』
を
テ
ー

マ
に
「
今
年
の
人
勧
の
内
容
」

「
愛
媛
の
最
賃
の
額
」
「
時

間
外
単
価
の
計
算
方
法
」
、

そ
し
て
「
今
年
も
県
勧
告
が

重
要
に
な
る
こ
と
」
な
ど
要

点
を
し
っ
か
り
学
習
。
参
加

者
か
ら
は
「
西
予
市
が
県
の

給
料
表
に
準
拠
し
て
い
る
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
」
「
県

の
給
料
表
が
国
を
上
回
っ
て

い
る
の
に
西
予
市
は
ラ
ス
が

低
い
の
は
な
ぜ
？
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
学
習

会
後
の
交
流
会
で
は
、
『
係

長
昇
任
試
験
』
の
こ
と
や
間

近
に
迫
っ
た
『
愛
媛
国
体
』

の
話
題
、
日
頃
の
職
場
の
悩

み
な
ど
を
語
り
あ
い
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

新
居
浜
市
社
会
福
祉
協
議

会
職
員
労
働
組
合
は
９
月
８

日
「
定
期
総
会
」
を
開
催
し

34
人
が
参
加
。
は
じ
め
に
石

井
委
員
長
が
「
共
済
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
多
数
協
力
が
あ
っ

た
。
組
合
員
み
ん
な
で
『
楽

し
く
仕
事
が
し
や
す
い
職
場
』

と
『
魅
力
あ
る
組
合
』
め
ざ

そ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
活
動

方
針
で
「
社
協
職
員
と
し
て

自
覚
と
誇
り
持
て
る
職
場
」

「
職
種
や
雇
用
形
態
に
関
係

な
く
や
る
気
持
て
る
職
場
」

「
子
育
て
中
で
も
働
き
や
す

い
職
場
」
な
ど
提
案
・
承
認

さ
れ
、
「
し
ゃ
べ
り
場
学
習
」

「
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
」
「
い

も
た
き
交
流
会
」
「
親
睦
旅

行
」
の
活
動
計
画
も
確
認
。

参
加
者
か
ら
「
次
の
世
代
が

『
夢
』
持
っ
て
働
け
る
職
場

に
。
組
合
に
期
待
し
ま
す
」

と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
総

会
後
、
管
理
職
も
参
加
し
懇

親
会
を
行
い
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
９
月
12

～
13
日
、
婦
人
部
恒
例
の

「
育
休
産
休
者
懇
談
会
」
を

実
施
し
、
育
休
者
８
人
と
職

場
役
員
・
世
話
人
23
人
が
参

加
。
こ
の
「
育
休
産
休
懇
談

会
」
は
09
年
か
ら
実
施
し
、

子
育
て
制
度
・
環
境
が
次
々

変
わ
る
な
か
、
制
度
を
知
ら

せ
、
ス
ム
ー
ズ
な
職
場
復
帰

の
応
援
し
よ
う
と
、
少
し
前

に
職
場
復
帰
し
た
先
輩
の

「
仕
事
と
子
育
て
」
の
工
夫

や
苦
労
話
、
部
分
休
業
の
と

り
方
等
々
の
交
流
も
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
連
れ
参
加
で

慌
し
い
な
か
に
も
、
お
互
い

に
ホ
ッ
と
や
さ
し
い
時
間
を

共
有
で
き
た
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。
復
帰
に
あ
た
っ
て

不
安
な
こ
と
な
ど
を
直
接
先

輩
職
員
に
相
談
で
き
る
有
意

義
な
時
間
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
育
休
や
部
分
休
業
は

権
利
で
す
が
、
休
む
の
を
心

苦
し
く
感
じ
る
方
が
多
く
、

や
は
り
人
員
不
足
は
切
実
と

感
じ
ま
し
た
。

『
宇
和
島
地
域
の
医
療
福

祉
と
市
立
３
病
院
を
守
り
充

実
さ
せ
る
市
民
の
会
』
は

９
月
16
日
「
医
療
・
介
護
を

考
え
る
講
演
会
」
を
開
催
し
、

台
風
が
迫
る
な
か
市
民
41
人

が
参
加
。
片
岡
朗
さ
ん
（
県

社
会
保
障
推
進
協
議
会
事
務

局
長
）
が
『
こ
れ
か
ら
の
医

療
介
護
は
ど
う
な
る
の
か
？
』

の
テ
ー
マ
で
講
演
。
次
に
、

市
立
宇
和
島
病
院
（
救
急
外

来
勤
務
）
の
河
野
泉
さ
ん
が

『
み
ん
な
に
知
っ
て
ほ
し
い

救
急
外
来
の
実
態
』
を
テ
ー

マ
に
、
救
命
医
療
の
現
状
な

ど
、
宇
和
島
病
院
の
事
例
や

実
態
を
も
と
に
講
演
。
参
加

者
か
ら
は
「
医
療
介
護
の
改

悪
に
つ
い
て
よ
く
分
か
っ
た
」

な
ど
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
「
市
民
の
会
総
会
」

を
開
催
し
、
活
動
報
告
、
会

計
報
告
、
予
算
案
等
に
つ
い

て
話
し
あ
い
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
伊
予
伊
予
（
い
よ
い
よ
）

愛
媛
国
体
。
出
場
さ
れ
る
方

も
サ
ポ
ー
ト
の
方
も
思
い
出

と
記
録
に
残
る
よ
う
が
ん
ば
っ

て
下
さ
い
。（

西
予
・
田
中
）

■
い
よ
い
よ
愛
媛
国
体
。
地

元
で
開
催
さ
れ
る
相
撲
競
技
。

勝
手
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
始

ま
る
時
期
で
も
あ
る
の
で
、

裸
の
選
手
の
皆
様
、
体
調
を

崩
し
ま
せ
ん
よ
う
祈
っ
て
お

り
ま
す
（
大
き
な
お
世
話
？
）

乙
亥
会
館
で
『
せ
い
坊
』
と

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

（
西
予
・
山
里
）

■
敬
老
の
日
、
思
い
が
け
な

い
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
き
ま
し

た
。
孫
（
10
カ
月
）
の
手
形
・

足
形
を
型
ど
っ
た
フ
ォ
ト
デ

コ
ム
で
し
た
。
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
長
女
に
感

謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

（
西
予
・
竹
森
）

■
女
の
子
の
孫
が
生
ま
れ
、

嫁
の
お
父
さ
ん
そ
っ
く
り
。

性
も
良
く
本
当
に
よ
く
寝
て

く
れ
ま
す
。
「
こ
ん
な
子
育

て
楽
な
子
は
う
ち
に
居
ら
ん

か
っ
た
ね
」
と
主
人
と
話
し

て
た
ら
「
母
親
の
出
来
の
差

や
な
ぁ
」
と
妙
に
納
得
さ
れ

ま
し
た
。
ど
う
い
う
こ
っ
ち
ゃ
。

（
西
条
・
日
野
）

■
市
長
も
市
議
も
若
返
り
、

組
合
執
行
部
も
少
し
ず
つ
若

返
り
。
こ
れ
か
ら
の
若
い
力

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ガ
ン
バ
レ
、
若
者
。

（
宇
和
島
病
院
・
萩
森
）

■
長
い
夏
休
み
（
孫
の
）
が

終
わ
り
妻
と
２
人
で
早
め
の

秋
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
庭

を
秋
の
草
花
で
一
杯
に
し
よ

う
と
励
ん
で
い
ま
す
。

（
松
山
・
友
近
）

自 治 労 連 愛 媛
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■
４
８
７
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
シ
ョ
ギ
ョ
ウ
ム
ジ
ョ

ウ
」
（
諸
行
無
常
）
で
し
た
。

正
解
は
13
通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

笹
本
與
志
雄(

四
国
中
央)

中
村

崇
志
（
松

山
）

井
上

裕
也
（
西

予
）

清
水

辰
洋
（
宇
和
島
）

竹
森

千
晶
（
西

予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
11
月
27
日
【
発

表
】
４
９
１
号
（
12
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①赤紫色のマメ。甘納豆や煮豆にする

④市立を私立と間違えないように読むと…

⑦腰の痛み

⑧植物を寄せ集めて植える。○○○○の鉢

⑨上から下まで太さが変わらない。

○○○○鍋

【タテのカギ】
①長時間のフライトでは提供されます

②囲碁や将棋で決着時の盤面図のこと

③水野○○、後藤○○、カルーセル○○

⑤保育園や幼稚園に通うこと。○○○○バス

⑥＜手紙＞「前略」…「○○○○」

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

生
誕
１
５
０
年
の
文
豪
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


